
解答

第１問 (30)

解答欄 解答 配点
ア,イ 1,0 2

ウ,エ 2,1 3

オ 4 2

カ,キ,ク,ケ 3,1,0,1 3

コ 7 2

サ,シ 3,7 3

ス,セ,ソタ 5,7,14 3

チ 2 3

ツ 4 3

テ,トナ 2,50 3

ニ 6 3

第２問 (30)

解答欄 解答 配点
ア,イ,ウ,エ 7,4,7,8 3

オ,カ,キ,ク 1,4,1,3 3

ケ 2 3

コ,サ 1,2 2

シ 2 4

ス 1 2

セ 2 2

ソ 0 2

タ 7 2

チ 5 2

ツ 3 2

テ,ト 6,2 3

第３問 (20)

解答欄 解答 配点
アイ 15 2

ウ,エオ 1,15 3

カ,キ 2,5 3

ク,ケコサ 5,108 3

シス,セソタ 25,216 3

チツ,テト 35,72 3

ナ,ニ 1,0 3

第４問 (20)

解答欄 解答 配点
アイ 87 3

ウ,エ,オカキ,ク,ケコ 7,4,485,3,-5 3

サ,シスセ 3,116 3@

ソ,タ 4,7 2#

チツ 14 4

テ,トナ 0,13 3

ニ,ヌネ 8,11 2

第５問 (20)

解答欄 解答 配点
ア 1 2

イウ,エ,オ 90,1,0 3

カ,キ 2,1 3

ク,ケ 3,2 3

コ,サ 1,0 3

シ,ス 7,0 3

セ 0 3

注

• 「解答欄」で同じ場所にまとまって入っている解答はすべて正解した場合のみ得点できます。
(上記の場合、第１問はアに 1、イに 0を入れた場合のみ 2点が加わる)

• 配点に#のついたものを得点するためには、配点欄に@が付いている問題をすべて正解していることが必要
です。
(すなわち、第 4問のサを 4と誤答した場合、ソに 4、タに 7と正しく入れても誤答と扱われ、点が入らなく
なる)
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解説
第１問
[1]

(1) ア Aは問題文の連立不等式をみたす実数 x全体ですので、Aの要素ならば xにその値を代入すると連立
不等式を満たします。この考えで検証しましょう。
いま a = 2としていますので、√

3a = 3.4 · · ·、すなわち 3 <
√
3a < 4が成り立ちます。

x = 3を代入すると不等式 x+
√
3a+ 1 ≥ 3xの右辺の値は 9、左辺の値は 4 +

√
3a < 8となりますの

で、不等式をみたしません。
したがって 3は 1Aの要素でないとわかります。

イ 同様に考えると x = 2のとき x+
√
3a+ 1 > 6 = 3xであり x+ a = 4 ≥ 1ですので、どちらの不等式

もみたします。なので 2は 0Aの要素であるとわかります。

(2) ウ それぞれの連立不等式を xについて変形すると上の式は 2x ≤
√
3a+ 1より x ≤

√
3a+ 1

2
となり、下

の式は x ≥ 1− aとなります。
したがって Aの要素は x ≤

√
3a+ 1

2
と x ≥ 1− aを同時にみたす x全体となります。

これがただ一つになるときは 1− a =

√
3a+ 1

2
が成り立つ場合です。

これを変形すると a =
1

2 +
√
3
となります。

(a+ b)(a− b) = a2 − b2 を利用して分母を有理化すると a =
2−

√
3

4− 3
= 2−

√
3がわかります。

エ aがこの値のとき Aの要素は 1 − aに限られます。すなわち、A = {x|x = 1 − a}よりA = {
√
3− 1}

がわかります。

オ a > 2−
√
3のとき、1− a <

√
3− 1,

√
3a+ 1

2
>

√
3− 1より 1− a <

√
3a+ 1

2
が成り立ちます。

したがって 4A =

{
x

∣∣∣∣1− a ≤ x ≤
√
3a+ 1

2

}
がわかります。

カ～ケ A ∩B = {1}であるとき、1 ∈ A, 0 /∈ A, 2 /∈ Aが必要です。
まず 1− a ≤ 1 ≤

√
3a+ 1

2
から考えると、1− a ≤ 1より a ≥ 0、

√
3a+ 1

2
≥ 1より a ≥ 1√

3
=

√
3

3
が

得られます。
またこのとき 1− a ≤ 1ですので 0 /∈ Aとなるならば 0 < 1− aが必要です。これを変形すると a < 1

がわかります。
同様に

√
3a+ 1

2
< 2も必要ですので、これを変形して a <

√
3が得られます。

これらをすべてみたすとき、n ≤ 0ならば n < 1 − aが成り立ち、n ≥ 2ならば
√
3a+ 1

2
< nが成り

立ちますので、A ∩B = {1}がわかります。
したがって、求める範囲は

√
3

3
1≤ a 0< 1となります。
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[2]

(1) コ 三角形 POQは Qが直角ですので、tan ̸ POQ =
PQ

OQ
=7

h

OQ
がわかります。

サ 同様に tan ̸ COD =
h

OD
がわかりますので、 ̸ COD = 30◦ を代入して

OD =
1

tan 30◦
h =

√
3hがわかります。

シ 三角形 BODに余弦定理を適用することで
BD2 = OB2 +OD2 − 2 ·OB ·OD · cos ̸ BOD = h2 + (

√
3h)2 − 2 · h · (

√
3h) · cos 150◦

= h2 + 3h2 − 2
√
3h2 ·

(
−
√
3

2

)
= 7h2 がわかります。

したがって、h > 0よりBD =
√
7hがわかります。

ス～タ 余弦定理の式 OD2 = BO2 +BD2 − 2 · BO · BD · cos ̸ OBDを利用すると
cos ̸ OBD =

BO2 +BD2 −OD2

2 · BO · BD
=

h2 + 7h2 − 3h2

2 · h · (
√
7h)

=
5h2

2
√
7h2

=
5

2
√
7
=

5
√
7

14
がわかります。

チ Pが Aを通過して 140秒後に Cを通過しますので、Aを通過して 70秒後は Pは Aから 70

140
· ACだ

け進んだ位置にきます。
したがってこのとき BQ =

70

140
· BD =

√
7

2
hがわかります。

これより三角形 OBQに余弦定理を適用することで
OQ2 = BO2 +BQ2 − 2 ·BO ·BQ · cos ̸ OBD = h2 +

7

4
h2 − 2 · h ·

(√
7

2
h

)
·
(

5

2
√
7

)
=

1

4
h2がわかり

ます。
したがってOQ =

h

2
が得られます。

ツ このとき tan ̸ POQ =
OP

OQ
=

h
h
2

= 2ですので、この値になる角度を三角比の表から探しましょう。
すると tan 63◦ < 2 < tan 64◦ であることがわかります。
したがって 63◦ < ̸ POQ < 64◦ がわかりますので、あてはまるものは 460

◦ 以上 65◦ 未満となります。
テ ̸ POQが最大になるとき、 ̸ POQが鋭角となることから tan ̸ POQが最大になります。

tan ̸ POQ =
h

OQ
ですので、tan ̸ POQが最大になるのは OQが最小になるときです。

Qは三角形 OBDの辺 BD上を動きますので、直線 OQが辺 BDに垂直になるときに最小となります。
したがって求める条件は 2Oから線分 BDにおろした垂線と線分 BDとの交点となります。

トナ Qが上記の条件をみたすときにくるとき三角形 OBQは Qが直角の三角形となります。
したがってこのとき BQ = OBcos ̸ OBQ = h · 5

2
√
7
=

5
√
7

14
hとなります。

ここから BQ

BD
=

5
√
7

14 h
√
7h

=
5

14
がわかりますので、Aを通過後、Cを通過するまでの時間の 5

14
倍の時間

で到達することがわかります。
よって求める時間は 140 · 5

14
= 50秒となります。

ニ このとき三角形 OBQは Qが直角の三角形でしたので OQ =
√

OB2 − BQ2 =

√
h2 − 25

28
h2 =

√
3

28
h

となります。
したがって tan ̸ POQ =

h√
3
28h

=

√
28√
3

=
2
√
21

3
がわかります。

平方根の表をもとに√
21 = 4.5826を代入すると tan ̸ POQ = 3.055 · · · となりますので、
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tan 71◦ < tan ̸ POQ < tan 72◦ がわかります。
したがって 71◦ < ̸ POQ < 72◦ となりますので、あてはまるものは 670

◦ 以上 75◦ 未満となります。
(32 = 9 =

27

3
, (3.1)2 = 9.61 >

28

3
から 3 <

√
28

3
< 3.1を導いてもよい)
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第２問
[1]

(1)

ア～エ a = 2, b = −7, c = 7のとき関数は y = 2x2 − 7x+ 7となります。平方完成により
2x2 − 7x+ 7 = 2

{(
x− 7

4

)2

− 49

16

}
+ 7 = 2

(
x− 7

4

)
+

7

8
となりますので、頂点の座標は

(
7

4
,
7

8

)
と

なります。

(2)

オ,カ グラフが 2点 PとQを通るようにしたいですので、y = ax2 + bx+ cの式が PとQの座標で成立する
ように b, cを設定します。
P(1, 2)から 2 = a+ b+ c、Q(3.4)から 4 = 9a+ 3b+ cが得られます。
差をとると 2 = 8a+ 2bとなりますので、ここからb = 1− 4aが得られます。

キ,ク さらに代入により 2 = a+ (1− 4a) + cとなりますので、ここからc = 1 + 3aが得られます。

(3) ケ 頂点の y座標はグラフ上の点になっている y座標のうちの最小になります。いまこのグラフは Pを通
りますので頂点の y座標は Pの y座標である 2を上回ることはありません。
したがって頂点の y座標の最大値は2であることがわかります。

コ,サ 頂点の y 座標が最大になるとき、頂点と同じ y 座標をとる点は放物線上にほかにありませんので、頂
点は Pに一致します。このときグラフは y = a(x− 1)2 + 2と表せます。
a(x− 1)2 + 2 = ax2 − 2ax+ 2 + a2 ですので、b = −2aとなることがわかります。
また (2)より b = 1− 4aですので、1− 4a = −2aが成り立つことがわかります。
これを変形するとa =

1

2
が得られます。

(思いつくなら Qを通ることを利用して 4 = a · (3− 1)2 + 2から導くのが速いか)

(4) シ それぞれみていきましょう。このグラフは y = ax2 + (1− 4a)x+ (1 + 3a)となることを利用します。
(A) 点 (0, 3)を通るなら 3 = a · 02 + (1 − 4a) · 0 + (1 + 3a)より 1 + 3a = 3となります。したがって

a =
2

3
となり、すなわちこの条件をみたすならば a > 0が必要です。なのでこれは起こりえないこ

とがわかります。
(B) たとえば点

(
−1

2
, 0

)
をとる可能性があるかをみてみましょう。このとき 0 =

a

4
− 1− 4a

2
+(1+3a)

より a = − 2

25
となり、このことが起こりえるといえます。

(なお、条件は y切片が正、すなわち 1 + 3a > 0のときで、−1

3
< a < 0のときに発生する)

(C) グラフの式を平方完成すると y = a

(
x+

1− 4a

2a

)2

+ (1 + 3a)− (1− 4a)2

4a
と表せます。

したがって頂点の x座標は 4a− 1

2a
= 2− 1

2a
となります。

いま a < 0より− 1

2a
> 0となりますので 2− 1

2a
> 2、すなわち頂点の x座標は 2以下にならない

ことがわかります。
これらより、あてはまるものは 2(B)のみ起こり得るとなります。
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[2]

ス 相関係数が負で大きめ (−1に近い)ので、負の相関をもつといえます。言い換えると
スポーツ好きが増えると反復横とびの点数は 1減る傾向にあるといえます。

セ 図 3を見るとスポーツ好きが増えると反復横とびの成績はわずかながら上がっているように見えます。
したがって相関は弱いですので、相関係数としてあてはまるのは 20.1と考えられます。

ソ 平均は合計を値の個数で割って得られますので、x̄ =
(−1) + 1 + (−2) + 0 + 0 + 2

6
=00となります。

タ 分散は「値と平均との差の 2乗」の平均で得られます。x̄ = 0でしたので
s2x =

(−1− 0)2 + (1− 0)2 + (−2− 0)2 + (0− 0)2 + (0− 0)2 + (2− 0)2

6
=

10

6
=7

5

3
となります。

チ xと yの共分散「xと x̄との差、yと ȳとの差、の積」の平均で得られます。
ȳ =

1 + (−1) + 0 + (−2) + 2 + 0

6
= 0ですので

sxy =
(−1) · 1 + 1 · (−1) + (−2) · 0 + 0 · (−2) + 0 · 2 + 2 · 0

6
= −2

6
=5−

1

3
となります。

ツ xの値、yの値は並べ替えるとどちらも {−2,−1, 0, 0, 1, 2}となりますので、s2y = s2x がわかります。
sx > 0, sy > 0ですので sx = sy が成り立ちます。
したがって rxy =

sxy
sxsy

=
sxy
s2x

=
− 1

3
5
3

=3−
1

5
が得られます。

テ,ト W において、x̄ =
−1 + 1 + (−1− a) + (1− a) + (−1 + a) + (1 + a)

6
= 0、

ȳ =
1 + (−1) + (1− a) + (−1− a) + (1− a) + (−1 + a) + (1 + a)

6
= 0ですので、

sxy =
(−1) · 1 + 1 · (−1) + (−1− a) · (1− a) + (1− a) · (−1− a) + (−1 + a) · (1 + a) + (1 + a) · (−1 + a)

6

=
−2 + 4(a+ 1)(a− 1)

6
=

2(a2 − 1)− 1

3
と計算できます。

sx > 0, sy > 0なので共分散と相関係数の符号は同じになるので、相関係数が正になることと sxy > 0にな
ることが同値になります。
このとき、2(a2 − 1)− 1

3
> 0 を変形すると a2 >

3

2
となりますので、求める条件は a >

√
3

2
、すなわち

a >

√
6

2
となります。
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第３問
(1)アイ 6枚のうちの 2枚を取り出す場合の数は 2枚の順番を考えませんので組合せで計算します。ということ

で 6C2 =
6 · 5
2 · 1

= 15通りとなります。
ウ～オ 事象 A2が発生する場合は、太郎さんが取り出した 2枚が花子さんが取り出したものと一致する場合に

限られます。
2枚の取り出し方は同様に確からしいですので、その確率は 1

15
と計算できます。

カ,キ 事象 A0が発生している場合、太郎さんは花子さんが取り出していない 4枚のうち 2枚を取り出してい
ることになります。
4枚のうちの 2枚を取り出す場合の数は 4C2 =

4 · 3
2 · 1

= 6通りですので、P (A0) =
6

15
=

2

5
がわかり

ます。

(2)

ク～サ 事象B2が発生するためには、まず花子さんが取り出した 2枚のカードが異なっていることが必要です。
その確率は、2回目に取り出したカードが 1回目と異なる確率になりますので 1− 1

6
=

5

6
です。

さらに太郎さんは 1回目で花子さんが取り出した 2枚のうち一方を、2回目で他方を引いた場合にのみ
この事象が発生します。
これらから、P (B2) =

5

6
· 2
6
· 1
6
=

10

216
=

5

108
がわかります。

シ～タ 花子さんが 2回とも同じ数のカードを取り出す確率は、2回目に取り出したカードが 1回目と同じ確率
と言い換えられますので、1

6
となります。

そのうえで事象 B0が発生する場合は、太郎さんが 2回とも花子さんが取り出した数 (1種類)と異なっ
ている場合となります。
これより、その確率は 1

6
·
(
5

6

)2

=
25

216
となります。

チ～ト 花子さんが取り出した結果は、「2枚のカードが等しい」「2枚のカードが異なる」に分けられます。
前者は上記で計算した値ですので、もう 1つの場合である花子さんが取り出した 2枚のカードが異なっ
ており、その上で事象 B0 が起こる確率を求めてみましょう。
花子さんが取り出した 2枚のカードが異なる確率は 5

6
でした。この場合、事象 B0 が起こる場合は太

郎さんが 2回とも花子さんが取り出していない 4枚から取り出した場合に限られます。
この確率は 5

6
·
(
4

6

)2

=
80

216
となります。(後で合計するので約分はしない)

前問題で確率を計算した事象とは互いに排反ですので、P (B0) =
25

216
+

80

216
=

105

216
=

35

72
と求められ

ます。

(3) ナ (1)での操作で起こりうる事象は A0, A1, A2 に限られますので、P (A0) + P (A1) + P (A2) = 1が成り
立ちます。
これより P (A1) = 1− P (A0)− P (A2) = 1− 1

15
− 6

15
=

8

15
がわかります。

これより、最大のものは 1P (A1)となります。
ニ (2)での操作で起こりうる事象は B0, B1, B2 に限られますので、同様に

P (B1) = 1− P (B0)− P (B2) = 1− 105

216
− 10

216
=

101

216
がわかります。

これより、最大のものは 0P (B0)となります。

7



第４問
(1)アイ 互除法を続けていくと 609 = 348× 1 + 261、348 = 261× 1 + 87、261 = 87× 3 + 0となりますので、

最大公約数は87であることがわかります。
ウ～キ 609 = 87× 7, 348 = 87× 4であり、42195 = 87× 400+ 7395 = 87× 480+ 435 = 87× 485がわかりま

す。
したがって方程式は7x+ 4y = 485とできます。

ク～コ X を 1から順に検証するのが早いでしょう。7× 1 = 4× 1 + 3, 7× 2 = 4× 3 + 2, 7× 3 = 4× 5 + 1と
なりますので、7× 3 + 4× (−5) = 1がわかります。
したがって求めるものはX = 3, Y = −5となります。

サ～セ 485 = 4× 121 + 1を利用すると 7x+ 4y = 1 + 4× 121より 7x+ 4(y − 121) = 1と変形できます。
X = x, Y = y − 121と考えることで前の不等式が利用できます。これを使うと xが正で最小となる場
合はX = 3, Y = −5の場合となりますので、すなわちx = 3, y = 116となります。

ソ,タ この解を利用すると 7× 3 + 4× 116 = 485となり、7x+ 4y = 485の差をとることで
7(x− 3) + 4(y − 116) = 0が成り立ちます。
さらに 7(x− 3) = −4(y − 116)と変形することで、x− 3が 4の倍数であることが整数解の存在する必
要十分条件となることがわかります。
したがって kを整数として x− 3 = 4kとすると整数解はx = 3 + 4k, y = 116− 7kとなります。

チツ これらの解はコース Aを x周、コース Bを y周して 42195mを走る場合の x, yの条件となります。
それぞれ 10周以上したい場合、x ≥ 10, y ≥ 10より 3+4k ≥ 10, 116−7k ≥ 10である必要があります。
変形すると k ≥ 7

4
= 1 +

3

4
, k ≤ 106

7
= 15 +

1

7
が得られます。

kは整数ですので、条件をみたすものは k = 2, 3, · · · , 15の14通りになることがわかります。

(2) テ 609, 348はいずれも 87の倍数でしたので、x, yが整数ならば 609x+ 348yも 87の倍数となります。し
たがって 609x+ 348y = Rに整数解があるならば 0Rが 87の倍数であることがわかります。

トナ Aを a周、Bを b周、Cを c周して 10000m走るとき、609a+ 348b+ 100c = 10000となります。
cを右辺に移すと 609a+348b = 10000− 100cとなり、さらに 609a+348b = 100× (100− c)と変形で
きます。
この右辺は 87の倍数でなければならず、さらに 100(= 22 × 52)は 87(= 29× 3)と互いに素ですので、
100− cが 87の倍数となります。
c ≥ 0と 100− c > 0が必要ですので、整数解があるのは 100− c = 87であるときに限られます。
したがって c = 13、すなわちコース Cを13周することがきまります。

ニ～ネ c = 13を代入することで不定方程式は 609a + 348b = 8700となります。この両辺を 87で割ることで
7a+ 4b = 100とできます。
ここから不定方程式 7x+ 4y = 100の整数解として x = 0, y = 25が導かれます。
これを (1)と同様に利用するとこの不定方程式の整数解は整数 lを用いて x = 4l, y = 25− 7lと表せま
す。
いま x ≥ 5, y ≥ 5となるものを考えますので、4l ≥ 5, 25− 7l ≥ 5となるような lを考えます。
すると 5

4
≤ l ≤ 20

7
となり、条件をみたす lは l = 2のみとなります。

これを代入することで、x = 8, y = 11となり、すなわちAを 8周、Bを 11周走ればよいことがわかり
ます。
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第５問
(1) ア Iが三角形 OABの内心ですので、直線 ILと ABは垂直に交わります。すなわち ̸ ALI = 90◦ です。

また同様に直線 IMと OAも垂直に交わりますので ̸ AMI = 90◦ がわかります。
したがって線分 AIを直径とする円は LとMを通りますので、4点 A、I、L、1Mが同一円周上にくる
ことがわかります。

(2)イウ 直線 IMと OAは垂直に交わりますので̸ OMI = 90◦です。
エ,オ 三角形 OBXを考えると ̸ OXI = ̸ OXBであることから

̸ OXI = 180◦ − ̸ XOB− ̸ XBOがわかります。
̸ XOB = ̸ AOB = 2θであり、直線 BIが角 Bを二等分することから ̸ XBO = ̸ IBO =

1

2
̸ ABO = β

がわかります。
また β = 90◦ − α− θで β を消去すると
̸ OXI = 180◦ − 2θ − (90◦ − α− θ) = 90◦+ 1α − 0θがわかります。

カ α < θのときは ̸ OXI < 90◦ となります。三角形 XMIはMが直角の三角形ですので ̸ OXIはこの三
角形の内角となります。
したがってこのとき点Mは線分OX上にくるので、Xは 2Mと異なり、線分 AM上にあることがわか
ります。

キ α > θのときは ̸ OXI > 90◦ となり、̸ OXIは三角形 XMIの内角となります。
なので線分 OX上に点Mはなく、Xは 1Mと異なり、線分 OM上にあることがわかります。
(余談だが直線 BIが ̸ OBAを 2等分することから OX : XA = OB : AB、さらに Bから線分 OAに垂
線をおろし交点を Hとすると OBsin 2θ = ABsin 2α = OHとなることから OB : AB = sin 2α : sin 2θ

になるので、OX : XA = sin 2α : sin 2θを導ける)

(3)

O

A B

I

L

M

N

X

P
O

A B

I

L

M
NX P

α < θ α > θ

ク α < θのとき直線 BIは線分 AMと交わります。なので Pは半直線 NM側で交わることがわかります。
内接円の性質から三角形 OMNは OM = ONの二等辺三角形ですので、
̸ ONM = ̸ OMN =

1

2
(180◦ − ̸ AOB) =

1

2
(180◦ − 2θ)となります。

これより ̸ ONP = ̸ ONM =390
◦ − θがわかります。

ケ 直線 BPは直線 BIに一致しますので ̸ OBP = ̸ OBI =
1

2
̸ OBA =2βとなります。

コ 点Mが線分 NP上にくることから、 ̸ MPIは三角形 BPNの内角となります。したがって
̸ MPI = ̸ ONP− ̸ OBP = 90◦ − θ − β =1αとなります。

サ ̸ MPI = ̸ MAI = αであり、Aと Pが直線MIに対して同じ側にきますので、4点 I、M、P、0Aが同
一円周上にくることがわかります。

シ α > θのときは直線 BIは線分 OMと交わります。したがって線分 BXと線分MNが交わりますので、
Pは線分MN上にくることがわかります。
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この場合でも ̸ ONP = 90◦ − θ、̸ OBP = β は変わりません。
一方 ̸ MPIは三角形MBPの外角となりますので、
̸ MPI = ̸ OBP+ ̸ BNP = β + (180◦ − 90◦ + θ) = β + θ + 90◦ =7180

◦ − αとなります。
ス このとき Aと Pは直線MIに対して異なる側にきます。また ̸ MAI + ̸ MAP = 180◦ ですので、4点

I、M、P、Aは 0同一円周上にあることがわかります。

(4) セ θ = 32◦, α = 34◦ のとき、β = 90◦ − θ − α = 24◦ です。
α > θですので、(3)から Pは線分MN上にきます。
またこれまでの議論で Aと B、Mと Nを入れ替えることで β < θから Qが半直線MN上にくること
もわかります。
したがって、並び順は 0M、P、N、Qとなります。

O

A B

I

L

M

N

P

Q
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所感
本試験と比較して基本的な問題が多いように感じられます。公式の知識や運用よりも原則を理解しているかが
勝負になりそうです。

第１問
[1]

数と式に関する問題です。集合が出て少し驚くかもしれませんが、落ち着いて解いていきましょう。

[2]

正弦や余弦を利用した問題です。ひとっとびに値を求めることは (2)までないはずですので、地道に進めればよ
いでしょう。

第２問
[1]

二次関数のグラフを考える問題です。(2)までは式をあてはめればいけますが (3)(4)は本質的な思考が求められ
ます。

[2]

データの分析に関する問題です。扱う値は平易ですので計算ミスには気を付けましょう。

第３問
場合の数と確率の問題です。求め方は難しくないですが計算や値の比較には気を付けましょう。

第４問
整数の性質に関する問題です。最初の計算は面倒ですがそこを抜ければ扱いやすい値で最後まで進められます。

第５問
平面幾何に関する問題です。位置関係や角度で解き進める、基本的な問題がそろっています。
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